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令和７年第４回甲賀広域行政組合議会定例会会議録 

 

令和７年第４回甲賀広域行政組合議会定例会は、令和７年９月２５日 甲賀市水口町

水口６２１８番地 甲賀広域行政組合庁舎に招集された。 

 

１ 応招議員は、次のとおりである。 

１番  奥 村 則 夫 

２番  戎 脇   浩 

３番  田 中 新 人 

４番  谷 永 兼 二 

５番  山 岡 光 広 

７番  堀 田 繁 樹 

８番  望 月   卓 

９番  松 井 圭 子 

１０番  松 原 栄 樹 

２ 不応招議員は、次のとおりである。 

   ６番  永 田 誠 治 

３ 出席議員は、次のとおりである。 

出席議員は、応招議員と同じ 

４ 欠席議員は、次のとおりである。 

  欠席議員は、不応招議員と同じ 

５ 地方自治法第１２１条の規定により会議事件説明のため出席した者は、次のとおり

である。 

管理者      松 浦 加 代 子 

副管理者     岩 永 裕 貴 

監査委員     大 角 勝 一 

会計管理者    森 地 俊 之 

事務局長     松 本 博 彰 

事務局次長    平 尾 忠 浩 

事務局次長    中 島 史 尚 

総務課長     中 溝 慶 一 

衛生課長     前 田 真 也 

衛生センター所長 冨 田 健 太 郎 

消防長      藤 川 博 樹 

消防次長兼水口消防署長    笹 岡 利 光 

消防次長兼湖南中央消防署長   菊 田 和 広 

消防次長兼消防総務課長    西 澤 卓 也 

６ 本会議の書記は、次のとおりである。 

水 田 雅 子 

宮 川 憲 治 

山 中 勝 博 
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７ 議事日程は、次のとおりである。 

日程第１ 議席の指定について 

日程第２ 会議録署名議員の指名について 

日程第３ 会期の決定について 

日程第４ 報告第１号 議会の委任による専決処分の報告について 

日程第５ 報告第２号 議会の委任による専決処分の報告について 

日程第６ 議案第16号 甲賀広域行政組合職員の勤務時間、休暇等に関する条例の

一部を改正する条例の制定について 

日程第７ 議案第17号 甲賀広域行政組合職員の育児休業等に関する条例の一部を

改正する条例の制定について 

日程第８ 議案第18号 令和６年度甲賀広域行政組合一般会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第９ 議案第19号 令和７年度甲賀広域行政組合一般会計補正予算（第２号） 

日程第10 一般質問について 

８ 会議事件は、次のとおりである。 

会議事件は、議事日程のとおりである。 

９ 会議の次第は、次のとおりである。 

 

（開会 午後３時００分） 

議  長（谷永兼二） 皆さんこんにちは。議会議員の皆様方、本日は、何かと御多忙

の中、組合議会に御出席いただきまして誠にありがとうございます。 

     御報告を申し上げます。撮影許可の申し出があり、議長においてこれを許可

しましたので、御承知おきください。 

ただいまから、令和７年第４回甲賀広域行政組合議会定例会を開会します。 

議  長（谷永兼二） この際、謹んで御報告申し上げます。 

既に御承知のことと存じますが、林田久充議員が去る７月１日に御逝去され

ました。林田議員は、令和元年１１月１１日から令和３年１０月３１日まで、

並びに令和５年１１月１１日より甲賀広域行政組合議会議員として、本組合の

事業運営の進展に御尽力されました。これからますますの御活躍が望まれてい

たところであり、誠に残念であります。 

ここに皆様とともに故人の御冥福をお祈りし、黙とうをささげたいと思いま

す。皆様、御起立をお願いいたします。 

黙とう。 

    （黙とう） 

議  長（谷永兼二） 黙とうを終わります。 

ありがとうございました。御着席をお願いします。 

議  長（谷永兼二） 開議に先立ち、管理者から挨拶があります。管理者。 

管 理 者（松浦加代子）本日、令和７年第４回甲賀広域行政組合議会定例会を招集いた

しましたところ、議員各位には、御多忙の中、御参集賜り、誠にありがとうご

ざいます。 

それでは、当面の報告を兼ねて御挨拶をさせていただきます。 

衛生関係では、近年、全国的にリチウムイオン電池が原因となるごみ処理施

設での火災が増加しております。衛生センターでは、分別の徹底を呼びかける

広報活動や、ごみの展開検査を通じて、火災の未然防止に努めております。 

加えて、万が一の事態に備え、職員を対象とした消火訓練も定期的に実施し、

初期対応力の強化を図っております。 
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続いて、消防関係につきましては、去る８月３０日に兵庫県立広域防災セン

ターにて開催されました第５３回全国消防救助技術大会にて、障害突破の種目

に甲賀消防Ａチームが出場し、結果は、選手の健闘むなしく入賞となりません

でしたが、３年連続で全国大会への出場権を勝ち取ったことは、選手全員の日

ごろの鍛錬と支えてくださった御家族や関係する皆様の御支援、御協力があっ

てのことであり、この場をお借りして、改めて感謝申し上げます。 

さて、今年の夏は、記録的な猛暑により熱中症の救急搬送が増加したことに

加え、８月１１、１２日には、九州地方で線状降水帯が発生し、豪雨による大

きな被害が発生したところです。 

また、７月３０日には、カムチャツカ半島でマグニチュード８．８の地震が

発生し、日本の太平洋沿岸に津波警報が発令され、総務省消防庁では緊急消防

援助隊の出場も考慮されたところです。 

これらのことは、時や場所を選ばず災害が発生することを、改めて認識させ

られるものであり、甲賀消防本部においては、今後も地域の安全・安心を確保

するため、さまざまな災害に即応できる体制を保持し、職員一同団結し、全力

を尽くしてまいります。 

併せて、本年におきましては、管内の火災件数が、昨年と比べ２０件以上多

くなっている状況です。このため、各消防署において車両巡回広報等を実施し、

引き続き 火災予防啓発に努めてまいります。 

さて、本日、提案いたしますのは、条例案件２件、令和６年度決算の認定、

令和７年度補正予算案件１件の合計４件です。 

よろしく御審議の上、御決定賜りますようお願い申し上げ、開会に当たりま

しての御挨拶といたします。 

議  長（谷永兼二） 開会に先立ち、お知らせします。永田誠治議員が、一身上の都

合により、本日の会議を欠席する旨の届け出がありました。 

議  長（谷永兼二） ただいまの出席議員は、９名です。 

    これから、本日の会議を開きます。  

（議会成立 午後３時６分） 

議  長（谷永兼二） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配信したとおりです。 

議  長（谷永兼二） 議事に先立ち、諸般の報告をします。 

     監査委員から、定期監査の結果及び例月出納検査の結果についての報告が４

件ありましたので、その写しを予め配信しておきましたから、御了承願います。 

議  長（谷永兼二） ８月２２日、甲賀市議会において、本組合議会議員の補欠選挙

が行われた結果、田中新人議員が本組合議会議員に選出されましたから報告し

ます。日程第１、議席の指定についてを行います。今回、当選された田中新人

議員の議席は会議規則第４条第２項の規定によって、３番に指定します。 

議  長（谷永兼二） 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

       会議録署名議員は、会議規則第７４条の規定によって、１番、奥村則夫議員、

２番、戎脇浩議員を指名します。   

議  長（谷永兼二） 日程第３、会期の決定の件を議題とします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日１日限りにしたいと思います。 

 御異議はありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は本日１日限りに決定しました。 

議  長（谷永兼二） この際、日程第４、報告第１号及び日程第５、報告第２号、議

会の委任による専決処分の報告についての２件を一括議題といたします。 

報告の説明を求めます。 
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管 理 者（松浦加代子） 報告第１号から報告第２号まで、一括してその内容を申し上

げます。 

報告第１号、議会の委任による専決処分の報告についての内容を申し上げま

す。 

去る令和７年５月２７日、甲賀市甲賀町大久保１２８９番地の甲賀広域行政

組合甲南消防署甲賀分署敷地内にて、滋賀県防災用起震車を返却するため、甲

賀分署から滋賀県消防学校に出向する際、本組合側の不注意により、救急車用

カーポートに接触させ、起震車荷台部分の運転席側サイドパネルを損傷させた

ものであります。 

つきましては、この事故についての和解及び損害賠償額を９万９,０００円に

定めることについて、地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき専決処分い

たしましたので、同条第２項の規定に基づき報告するものであります。 

次に、報告第２号、議会の委任による専決処分の報告についての内容を申し

上げます。 

去る令和７年７月３日、甲賀市水口町北脇１８３３番地６の滋賀スバル自動

車株式会社 水口店駐車場にて、水口消防署から水槽付消防ポンプ自動車にて出

向中に、駐車のため車両右側後方に誘導員を配置し車両を後退させていたとこ

ろ、後輪と車止めに注視するあまり、車両後方に設置されていたフェンスとの

距離に気付かず、車両後部とフェンスを接触させ、破損させたものであります。 

つきましては、この事故についての和解及び損害賠償額を２０万１,３００円

に定めることについて、地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき専決処分

いたしましたので、同条第２項の規定に基づき報告するものであります。 

以上、報告第１号から報告第２号までの説明といたします。 

議  長（谷永兼二） 報告第１号については、質疑の通告がありませんので、質疑な

しと認め、質疑を終了し、報告第１号の報告を終わります。 

議  長（谷永兼二） 報告第２号については、質疑の通告がありませんので、質疑な

しと認め、質疑を終了し、報告第２号の報告を終わります。 

議  長（谷永兼二） 日程第６、議案第１６号、甲賀広域行政組合職員の勤務時間、

休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

    本案について、管理者から提案理由の説明を求めます。 

管 理 者（松浦加代子） 議案第１６号の提案理由を御説明申し上げます。 

本案は、育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関す

る法律の一部改正を踏まえ、子の年齢に応じた柔軟な働き方を実現するための

措置の拡充を行う必要があることから、所要の改正を行うものです。 

主な改正内容は、職員が妊娠、出産を申し出た際や、子が３歳になるまでの

適切な時期に、制度の周知、意向確認、また、子や各家庭の状況に応じた個別

の意向聴取と配慮を行わなければならないとしたものです。 

これにより、育児と職務との両立を図りながら、職員が安心して働き続けら

れる勤務環境の整備を推進するものであります。 

施行は、令和７年１０月１日とします。 

よろしく御審議の上、御決定賜りますよう、お願い申し上げます。 

議  長（谷永兼二） 本案については、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認

め、質疑を終わります。 

     続いて、これから討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第１６号、甲賀広域行政組合職員の勤務時間、休暇等に関する

条例の一部を改正する条例の制定についてを採決します。 
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 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手全員） 

議  長（谷永兼二） 挙手全員です。 

 したがって、議案第１６号、甲賀広域行政組合職員の勤務時間、休暇等に関

する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されまし

た。 

議  長（谷永兼二） 日程第７、議案第１７号、甲賀広域行政組合職員の育児休業等

に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

    本案について、管理者から提案理由の説明を求めます。 

管 理 者（松浦加代子） 議案第１７号の提案理由を御説明申し上げます。 

本案は、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正により、育児を行

う職員が職業生活と家庭生活をより両立しやすくすることを目的として、部分

休業制度が拡充されたことに伴い、所要の改正を行うものです。 

主な改正内容は、育児部分休業に関して、現行の１日につき２時間を超えな

い範囲内の休業形態に加え、１年につき７７時間３０分、１０日相当、を超え

ない範囲内の１時間単位で取得できる休業形態を設けることとし、職員はいず

れかの形態を選択可能となります。 

これにより、職員の育児支援体制を一層充実させ、安心して育児と職務に取

り組める職場環境の整備を図るものであります。 

施行は、令和７年１０月１日とします。 

よろしく御審議の上、御決定賜りますよう、お願い申し上げます。 

議  長（谷永兼二） 本案については、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認

め、質疑を終わります。 

     続いて、これから討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第１７号、甲賀広域行政組合職員の育児休業等に関する条例の

一部を改正する条例の制定についてを採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手全員） 

議  長（谷永兼二） 挙手全員です。 

 したがって、議案第１７号、甲賀広域行政組合職員の育児休業等に関する条

例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

議  長（谷永兼二） 日程第８、議案第１８号、令和６年度、甲賀広域行政組合一般

会計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。 

     本案について、管理者から提案理由の説明を求めます。 

管 理 者（松浦加代子） 議案第１８号の提案理由を御説明申し上げます。 

令和６年度一般会計歳入歳出決算が、会計管理者から本職あてに提出があり、

去る８月２１日に監査委員の審査を受けましたので、地方自治法第２３３条第

３項の規定により、監査委員の意見を付して、関係書類と併せて議会に上程し、

認定をお願いするものです。 

令和６年度の決算状況につきましては、歳入総額３５億４，３０３万５，０

００円、歳出総額３５億２，１９１万４，０００円で、歳入歳出差引額は、２，

１１２万１，０００円となりました。 

歳入におきましては、収入の約７８パーセントを占める両市からの負担金２

７億６，４８６万８，０００円のほか、し尿処理、ごみ処分手数料や、消防に

係る許認可事務、証明手数料など使用料及び手数料として、３億６，０３２万

７，０００円を収入いたしました。 
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国庫支出金として、消防関係で能登半島地震に伴う緊急消防援助隊活動費負

担金１３３万６，０００円、県支出金として、消防関係で滋賀県消防学校教育

担当職員派遣負担金８７６万２，０００円を収入いたしました。 

諸収入におきましては、市指定ごみ袋に係る収入、県防災航空隊派遣に係る

助成金及び交付金、高速道路支弁金など合わせて、１億７，９７２万３，００

０円を収入いたしました。また、消防関係の救助工作車の更新に係る地方債と

して１億８，４４０万円を借り入れました。 

財産収入では、鉄スクラップの売払いにより３４万８，０００円を収入いた

しました。 

次に、歳出におきまして、前年度と比べ、１０億１，３９３万５，０００円

の減額となりました。 

総務費では、総務費から支出する職員が前年度より３人増えたこと等による

人件費の増、市からの派遣職員に係る負担金の支出等により、前年度比３，４

０５万８，０００円の増額となる１億１，００２万１，０００円を支出いたし

ました。 

衛生費では、生し尿及び浄化槽汚泥を年間約２万２千キロリットル、一般可

燃ごみを、年間約３万４千トン処理しました。前年度より６人減となったこと

による人件費の減、基幹的設備改良工事の完了に伴う普通建設事業費の減等に

より、前年度比１３億４２０万２，０００円の減額となる１０億７，８３３万

円を支出いたしました。 

消防費におきましては、人事院勧告等による人件費の増、令和５年度事業の

高規格救急自動車の更新等事業費と令和６年度事業の救助工作車の更新等事業

費の差による普通建設事業費の増等により、前年度比２億７，１０９万円の増

額となる２０億８，３９６万９，０００円を支出いたしました。 

公債費におきましては、地方債にかかる元金償還及び利子として、２億４，

８９３万３，０００円を支出しました。 

なお、細部につきましては、事務局から説明いたしますので、よろしく御審

議の上、御認定賜りますようお願い申し上げます。  

議  長（谷永兼二） 事務局に対し、細部説明を求めます。 

事務局長（松本博彰） 失礼いたします。ただいま、上程いたしました、議案第１８号、

令和６年度甲賀広域行政組合一般会計歳入歳出決算につきまして、細部説明を

申し上げます。 

決算書の１頁２頁を御覧ください。 

最下段、歳入合計を御確認ください。予算現額３５億４，０５７万９，００

０円、調定額３５億４，３０３万５，１９４円、収入済額３５億４，３０３万

５，１９４円、不納欠損額、収入未済額は０、予算現額と収入済額との比較は

２４５万６，１９４円となりました。 

１款、分担金及び負担金において、１万２，０００円のマイナスが出ており

ますが、これは、湖南中央消防署整備基本計画策定業務委託に係る消防関係建

設負担金について、令和５年度に１，０００万円の繰越明許費を設定し、令和

６年度に予算を繰越しましたが、事業費が９９８万８，０００円となり負担金

収入も９９８万８，０００円となったため生じたものです。２款、使用料及び

手数料において、１２２万６，０３０円のマイナスが出ておりますが、し尿処

理手数料及びごみ処分手数料収入が見込みよりも少なかったことにより生じた

ものです。 

ページをめくっていただき、３頁４頁を御覧ください。最下段、歳出合計を

御確認ください。 

予算現額３５億４，０５７万９，０００円、支出済額３５億２，１９１万４，

０１８円で、不用額は１，８６６万４，９８２円、予算現額と支出済額との比
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較は１，８６６万４，９８２円となりました。 

ページ替わりまして、５頁、６頁をお開きください。 

これら、歳入総額３５億４，３０３万５，１９４円、歳出総額３５億２，１

９１万４，０１８円で、歳入歳出差引額は、２，１１２万１，１７６円となり、

当該額を令和7年度に繰り越します。 

次に、７頁８頁を御覧ください。歳入について、事項別明細書にて、款別に

見てまいります。それぞれ科目と収入済額、備考欄などを御確認ください。 

１款、分担金及び負担金として、２７億６，４８６万８，０００円を収入し

ております。 

議会、総務、衛生、消防関係それぞれ事業ごとに定められた負担金分賦割合

に応じて構成市に負担いただいております。 

９頁１０頁に移りまして、２款、使用料及び手数料では、行政財産使用料、

清掃手数料、消防手数料として、３億６，０３２万６，９７０円を収入しまし

た。前年度と比較しますと、３４９万９１０円、率にして０．９６パーセント

の減となりましたが、下水道の進捗によるし尿処理手数料の減少、ごみ処分手

数料が減少していることが主な要因となっています。 

ページをめくっていただき、１１頁１２頁、３款、国庫支出金は、１３３万

５，９２２円を収入しており、消防関係で能登半島地震に緊急消防援助隊とし

て出動いたしました、活動負担金として１３３万５，９２２円を収入しました。 

４款、県支出金では、滋賀県消防学校へ教育担当の職員を派遣しております

負担金として、８７６万２，６５６円を収入しております。 

５款、繰越金では、前年度繰越金４，３２７万１，８３３円を収入しました。 

６款、諸収入は、１億７，９７２万１，９０５円を収入しました。 

ページめくっていただき、１３頁１４頁を御覧ください。 

市指定ごみ袋販売収入１億５，９１９万１，４４０円のほか、県防災ヘリコ

プター運航調整交付金１００万円、県防災ヘリコプター運航連絡協議会派遣元

助成金８１８万８，２２７円、高速道路支弁金４３８万８，９４０円、奥能登

豪雨に係る消防広域応援交付金２８８万９，９３６円などを収入しております。 

７款、組合債では、消防関係で救助工作車の更新に１億８，４４０万円を借

り入れました。 

８款、財産収入は、鉄スクラップの売り払いで３４万７，９０８円を収入し

ました。 

ページをめくっていただき、１５頁１６頁の歳入合計額を御覧ください。 

予算現額３５億４，０５７万９，０００円、調定額３５億４，３０３万５，

１９４円に対し、同額を収入しており、収入未済額は０円となっております。 

続きまして歳出について、１７頁１８頁を御覧ください。 

１款、議会費は、予算額８３万８，０００円に対し、６６万１，４６０円を

支出し、不用額は１７万６，５４０円、執行率は７８．９３パーセントとなり

ました。議員報酬、費用弁償、その他議会の開会に要する費用を支出していま

す。なお、令和６年度においては、定例会２回、臨時会２回の計４回を開催し

ております。 

２款、総務費は、当初予算額９，１８９万６，０００円から補正予算で２，

０１３万１，０００円の増額、予備費から１４万円を充用したことにより１億

１，２１６万７，０００円の予算額になりました。これに対し１億１，００２

万１，１０９円を支出し、不用額は２１４万５，８９１円、執行率は９８．０

９パ―セントとなりました。 

１項、総務管理費からは、総務部門職員９人分の人件費の他、組合全般に係

る人事給与、財務、例規等のシステム使用料等を支出しています。また、構成

市からの派遣職員１人分の負担金として７５８万８，５３８円を支出しました。 
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ページ飛びまして、２３頁２４頁を御覧ください。２項、監査委員費からは、

監査実施に要する経費で、監査委員の報酬、総会、研修会等出席に伴う旅費等

を支出しています。 

３款、衛生費では、当初予算額１０億９，２７８万８，０００円から補正予

算で８８２万１，０００円を減額したことにより、１０億８，３９６万７，０

００円の予算額となりました。これに対し１０億７，８３２万９，６７７円を

支出し、不用額は５６３万７，３２３円、９９．４８パーセントの執行率とな

りました。 

１目、清掃総務費から衛生部門２２人の職員に係る人件費、し尿汲み取り委

託、排ガス、水質等の分析業務委託に係る経費等を支出しています。 

２７頁２８頁を御覧ください。 

１２節、委託料では、し尿の収集運搬業務について、令和７年１０月から汲

み取り券制度の廃止、あわせて、令和７年度から委託事業者へ支払う委託料を

定額とすることに伴い、清算分とあわせて、し尿収集運搬業務委託料を１億７

１８万３，６５３円支出しました。 

ページめくっていただき、２９頁、３０頁を御覧ください。２目、し尿処理

費では、衛生センター第１施設で行っている、し尿、浄化槽汚泥の処理に要す

る経費を支出しています。消耗品費、光熱水費、薬剤費のほか、計画的に設備

修繕を行っております。また、施設の運転管理を民間委託しており、し尿処理

施設運転管理業務委託として２，７１９万２，０００円を支出しています。 

ごみ処理費では、第２施設で行っている可燃ごみ等の処理に要する経費を支

出しています。 

ページめくっていただき、３１、３２頁の１０節、需用費では、消耗品、光

熱水費、薬剤費などのほか、市指定ごみ袋印刷費に４，１３０万４，３８１円

を、１１節、役務費では、ごみ袋販売手数料として３，２４３万７，２０９円

を支出しました。焼却灰処分関係では、１１節、役務費で処分手数料４，４６

０万７，４２０円を、１２節、委託料で運搬業務委託料２，１３１万２，４２

８円を支出しました。 

また、令和６年度からごみ処理施設の運転管理を民間委託し、５，５００万

円を支出しています。 

ページめくっていただき、３３頁３４頁を御覧ください。１４節、工事請負

費ですが、施設の性能を維持し、安定した処理を継続していくために、定期点

検整備工事を行い、１億２，８２６万円を支出しました。 

４目、ごみ処理施設整備事業費では、次期ごみ処理施設整備に係る検討を進

めており、甲賀市湖南市新ごみ処理施設整備基本構想策定等支援業務委託に６

６０万円を支出しております。 

３５頁３６頁を御覧ください。 

４款、消防費は、当初予算額２０億９，５７８万３，０００円、前年度から

の繰越額が１，０００万円、補正予算で１，４１７万８，０００円を減額した

ことにより、２０億９，１６０万５，０００円の予算額となりました。支出額

は２０億８，３９６万８，７３５円で、９９．６３パーセントの執行率となっ

ています。 

１目、常備消防費では、消防職員２０２人に係る人件費、研修費、旅費、貸

与品費、また、署々間をつなぐ回線をはじめとする通信運搬費、庁舎管理費等

の経費を支出しています。 

ページ飛びまして、３７頁３８頁、３９頁４０頁を御覧ください。 

令和５年度におけるハラスメント問題を受け、ハラスメント防止研修を実施

し、総務費と消防費から あわせて研修業務委託料４９９，４００円職員が相談

しやすい外部相談窓口を設置し、総務費と消防費からあわせてＥＡＰ従業員支
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援プログラム業務委託料６３５，４７０円を支出しました。 

ページ飛びまして、４１頁４２頁を御覧ください。 

令和４年度に発生したホース乾燥塔の破損事故に関し、職員に対し弁償を求

めた事案において、地方自治法上の監査委員に対し賠償責任の有無及び賠償額

の決定を求める手続きを経ていなかったことから、当該賠償金４１万３，６５

６円を職員に返還しました。 

ページ飛びまして、４３頁４４頁を御覧ください。２目、消防施設費におい

ては、消防車両等３８台に係る消耗品、燃料費、点検整備費用、火災・救助・

救急活動等に必要な備品、消耗品等の経費を支出しています。 

令和６年度事業として、水口消防署に配備の救助工作車の更新に１億８，８

４３万円、消防本部空調設備改修工事基本設計策定業務委託に２７５万円、消

防本部訓練塔外壁防水塗装工事実施設計業務委託に１９０万７，４００円を支

出しております。 

ページめくっていただき、４５頁４６頁を御覧ください。 

３目、消防庁舎建設費では、湖南中央消防署の建て替えに向け、整備基本計

画を策定し、前年度から繰越した１，０００万円の予算から、委託料９９８万

８，０００円を支出しました。 

５款、公債費では、２億４，８９３万３，０３７円を支出しました。衛生関

係で６件、消防関係で１０件の元金償還を行い、令和６年度の償還をもって、

平成２１年度借り入れの大阪湾圏域広域処理場整備事業、平成２６年度借り入

れのごみ処理施設白煙防止用空気予熱器、平成２９年度借り入れの化学消防車、

高規格救急自動車、高機能消防指令施設整備に係る償還が終了し、新たに令和

３年度借り入れのごみ処理施設基幹的設備改良事業、令和４年度借り入れの高

規格救急自動車、消防ポンプ自動車に係る元金償還、令和５年度借り入れのご

み処理施設基幹的設備改良事業、高規格救急自動車に係る利子の支払いが始ま

りました。 

６款、予備費では、１４万円を総務費に充当し、石部分署救急自動車事故に

係る賠償金として支出しました。 

これら、予算現額３５億４，０５７万９，０００円に対し、３５億２，１９

１万４，０１８円の支出により、不用額は１，８６６万４，９８２円となりま

した。 

ページ飛びまして、５７頁５８頁を御覧ください。 

歳入歳出の構成をそれぞれ円グラフで示しておりますが、歳入では構成市か

らの負担金が７８．０４パーセントと８割近くを占めており、自主財源である

使用料及び手数料が１０．１７パーセントとなっています。歳出では、衛生費

が３０．６２パーセント、消防費が５９．１７パーセント、公債費が７．０７

パーセントとなっています。 

ページ飛びまして、６１頁６２頁を御覧ください。 

歳出を性質別にみてみます。それぞれ最下段に本年度の構成比が示されてお

り、人件費が５３．２３パ―セントを占めております。消費的経費である物件

費が２５．７８パーセント、維持補修費が６．１１パーセント、投資的経費で

ある普通建設事業費が５．９５パーセントとなっています。 

ページめくっていただき、６３頁６４頁を御覧ください。地方債現債額の調

書ですが、右下、決算年度末現在高は、２９億６，８７３万３，０００円とな

っております。救助工作車に係る今年度借入分は増額となりましたが、順次償

還が進んでおり、前年度末より５，２８１万４，０００円減少している状況で

す。 

最後に６５頁６６頁を御覧ください。義務費として翌年度以降に予算計上が

必要となる債務負担行為額の調書となりますが、決算年度末時点で１０億７，
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１１６万３，０００円が債務負担の限度額となります。令和７年度までの市指

定ごみ袋取扱業務７，９７５万円、焼却施設定期点検整備工事１億８３２万４，

０００円、令和８年度までのごみ処理施設運転管理業務委託４億９，５００万

円、し尿処理施設運転管理業務委託６，５８６万８，０００円等債務負担行為

を設定しております。 

以上、令和６年度甲賀広域行政組合一般会計歳入歳出決算につきましての説

明といたします。 

議  長（谷永兼二） 以上をもって、提案理由の説明及び細部説明を終わります。 

    ただいま議題となっております、令和６年度、甲賀広域行政組合一般会計歳入

歳出決算について、代表監査委員に審査結果の報告を求めます。 

監査委員（大角勝一） 本定例会に付議されております、令和６年度、甲賀広域行政組

合一般会計歳入歳出決算の審査結果につきまして、その概要を報告いたします。 

管理者から提出されました歳入歳出決算について、去る８月２１日に決算審

査を実施いたしました。 

歳入歳出決算書、事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書

などの書類について、いずれも関係法令に適合しておりました。 

また、関係諸帳簿と照合し審査した結果、計数は正確であり、予算の執行状況

及び決算の内容についても、適正なものと認められました。 

なお、本審査は甲賀広域行政組合監査基準に準拠しています。 

それでは、主な内容につきまして報告します。 

決算概要は、歳入総額３５億４，３０３万５，１９４円、歳出総額３５億２，

１９１万４，０１８円で、歳入歳出 差引額は２，１１２万１，１７６円となっ

ています。 

歳入につきましては、使用料及び手数料として、３億６，０３２万６，９７

０円、国庫支出金は、消防関係で能登半島地震に緊急消防援助隊として出動し、

活動費負担金１３３万５，９２２円を収入しました。 

県支出金では、滋賀県消防学校への教育担当職員派遣負担金として８７６万２，

６５６円を収入しました。 

諸収入では、市指定ごみ袋販売収入１押し墓５，９１９万１，４４０円、奥能

登豪雨に係る消防広域応援交付金２８８万９，９３６円等、１押し墓７，９７

２万１，９０５円を収入しました。 

組合債では、消防関係で救助工作車の更新に係る１億８，４４０万円を借り入

れ、財産収入では、鉄スクラップの売り払いにより３４万７，９０８円を収入

しました。 

収入の大部分を占める甲賀市並びに湖南市からの負担金は、２７億６，４８６

万８，０００円で収入全体の７８．０４パーセントとなっております。 

続きまして、歳出について報告いたします。 

決算額を目的別にみますと、衛生費は１０億７，８３２万９，６７７円を執

行し、全体の３０．６２パーセントを占めています。衛生関係では、し尿収集

運搬業務について、令和７年１０月から汲み取り券制度の廃止、あわせて、適

正なし尿収集運搬業務を維持するため令和７年度から委託事業者へ支払う委託

料を定額とすることに伴い、令和６年度中の作業実績に係る委託料の清算分を

支出しています。また、ごみ処理施設では、基幹的設備改良工事が完了し、次

期ごみ処理施設整備に係る検討を進めています。 

消防費は２０億８，３９６万８，７３５円で全体の５９．１７パーセントと

なります。消防関係では、水口消防署に配備の救助工作車の更新、湖南中央消

防署の建替えに向けた整備基本計画を策定しております。 

令和４年度に発生したホース乾燥塔の破損事故に関し、職員に対し弁償を求

めた事案において、地方自治法上の監査委員に対し賠償責任の有無及び賠償額
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の決定を求める手続きを経ていなかったことから、当該賠償金を職員に返還す

る措置を取られました。また、令和５年度におけるハラスメント問題を受け、

ハラスメント防止研修を実施し、外部相談窓口を設置されています。 

地方債の償還に係る公債費は２億４，８９３万３，０３７円で全体の７．０

７パーセントとなっています。 

性質別にみますと、人件費、扶助費、公債費を合わせた義務的経費は２１億

５，４７８万５，７６１円で歳出全体の６１．１９パーセントを占めており、

投資的経費においては、高規格救急自動車の更新などの普通建設事業費が、２

０億９６８万８，８５６円で５．９５パーセントとなっております。物件費、

維持補修費、補助費等を合わせた一般行政経費は１１億５，７４３万９，４０

１円で３２．８６パーセントを占めています。 

結びになりますが、本組合は甲賀市、湖南市の約６万３千世帯、１４万２千

人余りの市民の生命と財産、そして豊かな暮らしを守る、必要不可欠な行政組

織です。 

職員一人ひとりが行う事業の目的は、安心・安全で快適な市民生活のためで

あるという自覚を持ち、施策の十分な検証と費用対効果など優先度を考慮した

判断、決定により、将来を見据えた適正な予算執行が求められます。 

今後も構成市との連携をより密にし、厳しい財政事情ではありますが、より一

層の経営改善に向けた取り組みを重ね、経済性、効率性、有効性、透明性に留

意した適正な事務運営を望むものです。 

以上、令和６年度、甲賀広域行政組合一般会計決算審査の概要報告とさせて

いただきます。 

議  長（谷永兼二） 本案については、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認

め、質疑を終わります。 

     続いて、これから討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 討論なしと認め、討論を終わります。 

これから議案第１８号、令和６年度甲賀広域行政組合一般会計歳入歳出決算

の認定についてを採決します。 

 本案は、原案のとおり認定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手全員） 

議  長（谷永兼二） 挙手全員です。 

  したがって、議案第１８号、令和６年度 甲賀広域行政組合一般会計歳入歳出

決算の認定については、原案のとおり認定されました。 

議  長（谷永兼二） 日程第９、議案第１９号、令和７年度甲賀広域行政組合一般会

計補正予算 第２号を議題とします。 

     本案について、管理者から提案理由の説明を求めます。 

管 理 者（松浦加代子） 議案第１９号の提案理由を御説明申し上げます。 

本補正予算案は、歳入歳出それぞれ９９４万４，０００円を減額し、歳入歳

出予算の総額を、それぞれ３７億１，７６３万３，０００円とするものです。 

歳入につきましては、前年度繰越金の確定により、繰越金として１，１６２

万１，０００円を増額計上しております。 

また、負担金につきましては、総務関係で職員異動等により増額いたします

が、総務関係を除く負担金につきましては、職員異動及び繰越金の増額等によ

り減額となり、負担金として２，１５６万５，０００円の減額をいたします。 

歳出につきましては、総務費において、職員異動により総務費から支出する

職員数が増えたこと、また、湖南市から派遣いただいております職員の人件費

に相当する負担金を計上し、合わせて２，８８９万７，０００円を増額いたし
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ます。 

衛生費につきましては、職員異動等により衛生費から支出する職員数が減と

なったことによる人件費の減額、本年１０月の汲み取り券制度廃止に伴う払い

戻し返還金の計上、契約額確定による需用費薬剤費の減額により差引き３，０

５９万３，０００円を減額いたします。 

消防費では、派遣職員負担金として計上しておりましたが、総務課への派遣

となったことから８４２万９，０００円を減額いたします。 

公債費につきましては、令和６年度に借入れました地方債の利子確定により、

１８万１，０００円を増額いたします。 

最後に、複数年度にわたる事業に係る債務負担行為ですが、水槽付消防ポン

プ自動車の購入について、納入期間等の都合により、７，９２０万円を限度額

とする債務負担行為を設定いたします。 

よろしく御審議の上、御決定賜りますよう、お願い申し上げます。 

議  長（谷永兼二） 本案については、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認

め、質疑を終わります。 

     続いて、これから討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第１９号、令和７年度甲賀広域行政組合一般会計補正予算第２

号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手全員） 

議  長（谷永兼二） 挙手全員です。 

 したがって、議案第１９号、令和７年度甲賀広域行政組合一般会計補正予算 

第２号は、原案のとおり可決されました。 

議  長（谷永兼二） 日程第１０、一般質問を行います。 

     質問の通告がありますので、発言を許します。 

５番、山岡 光広議員。 

議  員（山岡光広） それでは一般質問させていただきます。 

甲賀広域行政組合議会も本日で今期最後の議会となります。そこで通告に基

づき、大きく二つの点について質問させていただきます。 

異常な猛暑の下で救急の出動状況と熱中症状についてお伺いしたいと思いま

す。管理者の冒頭のあいさつにもありましたけれども、今年の夏も連日異常な

猛暑・酷暑が続きました。連日熱中症警戒アラートが発表される事態でしたけ

ども甲賀消防管内でも熱中症による搬送が多かったとの報告でした。 

まず１つは、熱中症患者の年齢別・場所などに特徴についてお尋ねしたいと

思います。 

２つ目は、熱中症予防のための対策、消防署として啓発活動についてお伺い

します。 

３つ目は、救急出動が相次いだ場合に出動の体制は確立されているのかどう

か、この点、改めてお伺いしたいと思います。 

消 防 長（藤川博樹） 失礼します。山岡議員の御質問にお答えさせていただきます。 

１つ目の熱中症患者の年齢別、場所などに特徴はあるかについてでございま

す。本消防本部では毎年５月１日から９月３０日まで総務省消防庁が行う熱中

症の調査に基づき、管内での、熱中症疑いも含めた熱中症による救急搬送件数

を調査しております。 

     本年におきましては、９月１４日までに１１８人の熱中症による救急搬送が

あり、昨年同時期の１０８人と比較しても１０人増加し、過去５年間と比較し、
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過去２番目に多い件数となっています。 

また、搬送された方の年齢別でみると６５歳以上の高齢者の方が最も多く、６

３人、５３．４パーセントで全体に占める割合はで半数以上を占めております。

次いで１８歳から６４歳までの成人が４４人、３７．３パーセントとなっており、

高齢者と成人の割合が全体の９割以上を占め、過去５年間を見ても同様に、高齢

者及び成人の割合が高い傾向にあります。 

次に発生場所別にみると、住居での発生が３６件、３０．５パーセントと最も

多く、次いで工場・作業所等の仕事場が２８件、２３．７パーセント、道路及び

その他がともに１６件、１３．５パーセント、公衆出入の場所、屋外が１０件、

８．４パーセント、教育機関及び公衆出入の場所、屋内がともに６件、５パーセ

ントとなっております。 

過去５年間との比較でも、住居、次いで工場、作業所等の仕事場が多く、次に

道路及びその他、続いて屋外の公衆出入場所での発生が多くなっております。 

つづいて、２つ目の熱中症予防のための対策は、消防署として啓発活動はにつ

きましては、消防隊員の訓練を含めた活動時の熱中症予防対策として、これまで

各所属にて対策を講じていたところですが、本年６月１日に改正、労働安全衛生

規則が施行されたことを受け、甲賀広域行政組合消防本部熱中症予防対策要綱を

定め、熱中症予防対策の一層の推進を図ることとしております。 

また、熱中症予防対策を含む労務管理の一環として、連続出動した救急隊員や、

長時間の活動となった救急隊員が、コンビニや病院内の売店等を利用し、水分補

給のための休憩や食事を摂ることができるよう、９月１日から救急隊員のコンビ

ニ利用を可能としています。 

次に、消防署としての啓発活動につきましては、ホームページやフェイスブッ

ク、インスタグラムを活用し、熱中症に対する注意喚起を行うとともに、熱中症

警戒アラートが発令された際は、通信指令課より館内放送にて熱中症警戒アラー

トが発令されたことを各所属職員に周知するとともに、各消防署では消防車両に

て、適宜、広報活動を行い、市民の皆さんに対し熱中症への警戒を呼び掛けるこ

ととしています。 

３つ目の救急出動が相次いだ場合、出動体制は確立されているのか。につきま

しては、まずは、病院到着した救急隊に対して、通信指令課より管内の救急出動

がひっ迫している状況をいち早く伝え、早期に次の出動に備えるよう出動体制を

整えております。 

それと同時に、平日の日勤時間帯につきましては、消防本部にて、救急救命士

の資格を持つ職員を中心に臨時救急隊を編成し、非常用救急車を運用し対応にあ

たることとしています。 

また、夜間や祝日に関しては、救急隊が到着するまでの間、各所属の消防隊が

対応にあたり、応急処置をはじめ、情報収集等を行い、傷病者の症状や不安の軽

減を主眼として活動にあたることとしています。 

それでも対応が困難となった場合には、消防相互応援協定により隣接市町を管

轄する消防本部、局や県内各消防本部、局から応援を受けることができることと

なっております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

議  員（山岡光広） 詳細な説明をありがとうございます。 

一点だけお尋ねをいたします。いかなる場合でも対応ができるように体制の確

立はされているわけですけど、実際に例えばですけども、臨時の救急隊の出動と

いった事例はあったのかどうか、その点はどうでしょうか。 

消 防 長（藤川博樹） 山岡議員の再質問にお答えさせていただきます。 

過去に臨時の救急隊が出動したケースはあったのかについてでございます。令

和３年から本年までの５年間で非常用救急車を運用した件数は、令和４年に２件、
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令和５年に１件の合計３件となります。このうち、救急隊がひっ迫した状況での

運用は令和４年に１件、令和５年に１件の計２件となります。また、以降、令和

６年中や本年におきましては、現在のところ０件となっております。以上でござ

います。 

議  員（山岡光広） ありがとうございました、大変な中ではありますけど、今後と

もよろしくお願いしたいと思います。 

議  員（山岡光広） それではもう１つの点で、し尿汲み取り券の清算についてお伺

いしたいと思います。 

し尿汲み取り券については、御承知のように、９月末で終了し、今後は、口

座振り込みとなります。そこで、９月末までのし尿汲み取り券の清算が必要と

なります。これに関連してですが、甲賀市では、かつてのし尿汲み取り券の売

上金が約２１５万円不足していたと公表された。その発端は、３０年以上も前

にさかのぼるということではありますけど、これまで、いわゆるやりくりをし

て行政組合に収めていたので問題の発覚が明らかにならなかったということで

す。そこで次の点についてお尋ねしたいと思います。 

まず１つは、し尿汲み取り券の取り扱い、行政組合が両市に請求して、両市

が行政組合に納金するシステム全体について、お伺いしたいと思います。 

２つ目は、先ほども紹介しましたけど、ことの発端は、３０年前と言われて

います。行政組合として、こうした事実、売上金が不足していたという事実に

ついて、掌握していたのかどうか、お伺いしたいと思います。 

３つ目は、２００６年１２月に開かれた組合議会では、し尿汲み取り手数料

繰越金が旧石部町・旧土山町において赤字となっている問題について、調査結

果が報告されました。当時は、事務処理のミスにより、旧町間での仕分けに誤

りがあったと考えられ、繰越残高は正しい。と報告されている。この時、今回

の旧甲南町分の不足金は、問題にならなかったのかどうか、お伺いしたいと思

います。 

４つ目は、いずれにしても、約２１５万円不足をしているというのが今日の

実態です。９月末までのし尿汲み取り券の清算はどういう形で清算されるのか

お尋ねしたいと思います。 

５つ目は、１０月以降は、こうした汲み取り券方式ではなく、口座振替とな

るわけですけど、口座振り込みとなった場合の取扱実務について、どこが担う

のか、またそのことによって、今、現状考えられえる範囲内で課題はあるのか

ないのか、以上５点について、お尋ねしたいと思います。 

事務局長（松本博彰） 山岡議員の一般質問に答弁させていただきます。 

まず、１点目のし尿汲み取り券の取り扱い、行政組合が両市に請求して、両

市が行政組合に納金するシステムについてでございます。 

し尿汲み取り券は、毎年度、組合が、両市に売り払い予定枚数を納品し、取

扱契約に基づき、販売いただいております。市は、市民に販売したし尿汲み取

り券枚数及び販売代金を毎月取り纏め、本組合へ報告し、納金するシステムと

なっております。 

また、残券確認と称し、半年に１度、衛生センター職員が実地に赴いて、書

面上の報告数と現物とを照合確認しております。 

次に２点目の行政組合としては、売上金が不足していたという事実を掌握し

ていたのかであります。この件に関して、甲賀市から組合への正式な報告はこ

れまでありませんが、あくまでも販売代金の報告に基づく金額を入金処理して

きたものであります。 

なお、記録などが残っておらず、正確な時期も定かなではありませんが、私

自身、売上金が不足しているという話は聞かせてもらった記憶はありますが、

組合が直接入金していないことから、組合が対応できない事案であったという
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ことを覚えております。 

次に３点目の２００６年１２月に開かれた組合議会では、し尿汲み取り手数

料繰越金が旧石部町・旧土山町において赤字となっている問題について、調査

結果が報告された。当時、事務処理ミスにより、旧町間での仕分けに誤りがあ

ったと考えられ、繰越残高は正しいと報告されている。この時、今回の旧甲南

町分の不足金は、問題にならなかったのかであります。 

当時のし尿汲取り手数料不足問題調査委員会の調査では、関係書類が残され

ていなかったことから、現存する資料から逆説的に調査していく方法がとられ

ました。各町からの入金後に組合が作成していた集計表において、各町間の表

の数値に整合していないところがあり、信憑性に欠けるため、市中に出回って

いる汲取り券を回収することで、総額として不足がなかったと証明されたもの

です。今回の甲南町不足分は、平成７年から８年までに起こったことと推定さ

れており、当時、特定に至らなかったのではないかと思慮しております。 

次に４点目の９月末までのし尿汲み取り券の清算はどういう形で清算するの

かについてであります。 

甲賀市からは、先に市が設置されました第三者調査委員会の結果を踏まえ、

適切に対応するものと伺っております。 

次に５点目の１０月以降は、こうした汲み取り券方式ではなく、口座振り込

みとなる。口座振り込みとなった場合の取扱事務は、どこが担うのか、課題は

ないかであります。 

本年度から、汲み取り業務については、従来より委託していた業者で構成さ

れる共同企業体に委託しています。１０月から開始するし尿処理手数料の徴収

事務についても、同企業体に委託し、実施いたします。 

また、課題については、１０月以降は、口座振替等の後納制度となることで、

未納が発生することが想定され、その対応が課題の一つになると考えておりま

す。 

未納があった場合には、督促や催告処理について、委託業者と連携を図りつ

つ徹底した収納管理を行って参ります。 

以上、山岡議員の質問への答弁といたします。 

議  員（山岡光広） ありがとうございます。ちょっと２、３点だけ再質問したいと

思います。 

１つ目の全体のシステムについては理解をしています。 

２つ目の部分について、いつ頃掌握したのかについて、局長の方では記憶が

あるとおっしゃいましたが、その記憶というのは、いつ頃ぐらいなのか、もし、

分かれば教えていただきたい。平成１８年、１９年に甲賀市の方では、内部調

査委員会を立ち上げて調査しておられるわけですけど、その時にも行政組合の

方に接点があったのかどうか、その時なのか、その後なのか、分かれば教えて

ください。 

４つ目の清算ですが、先ほど認定をしました令和６年度の時には、収入未済

はないということになっています。９月末にこれまでの分については、納めて

くれはるということではありますけど、その時点で甲賀市としては、２１５万

円ほどが足りないということになりますので、おっしゃったように第三者委員

会を立ち上げてその対応については、今後委ねるということではありますけど

ね、行政組合と甲賀市の関係でいうと、そこは未収ということで載るというこ

とになりますけど、それで良いわけですよね。そのことを確認したいと思いま

す。 

それから最後のところですけど、甲賀広域衛生事業体が３つの事業所によっ

て今度委託運営されるわけですよね。この時に先ほどおっしゃったように後納

払いということになるわけですけど、督促や催告については、この事業体がす
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るとの理解で良いんですかね。いわゆる組合との関わりはどうなのか、組合は

ここの事業体に全面的に任しているということなのかどうか、仮に不足が生じ

るとかいうことがおこってくるとかいう時に行政組合としてどのようにするの

か、甲賀広域衛生事業体と組合との委託契約の中身にもよると思うんですけど、

その契約にもそういうところが謳っているのか、お伺いしたいと思います。  

事務局長（松本博彰） 山岡議員の再質問にお答えをいたします。 

     いつ頃把握していたのか分かればということでございますが、当時話をして

いた甲賀市の職員の方と、私の記憶ではございますが、平成３０年か令和元年

頃だと記憶をしております。 

９月末以降の未収金についての取扱いでございますが、あくまでも、不足額

についてのことですが、組合としては、入金されるまでの間、未収金となるも

のでございます。 

最後に、今後の新しい制度における課題のところでございますが、契約が１

０月１日からとなっておりまして、契約書あるいは仕様書の中に督促や催促に

ついても、どのように対応するのかという旨については、明確にして対応させ

ていただいているものでございます。滞納整理については、最終的には組合が

責任をもって行うという形になるものでございます。以上でございます。 

議  員（山岡光広） すいません。もう一点だけお尋ねをいたします。 

先ほど私も言いましたようにいわゆる平成１８年、１９年の時に内部調査委

員会を立ち上げて調査しておられるわけです。結果としては、その原因等につ

いては、その時点でわからなかったという報告だったということを後で聞きま

したけれども、この時に行政組合との接点はあったのかどうか、その点はどこ

かに記録があるかないか、そういう通告をしていませんのでわかりませんけれ

ど、そういうことがあったのかどうか、その辺をお尋ねしたいと思います。 

事務局長（松本博彰） 山岡議員の再再質問にお答えをいたします。 

この時点で入金はされておりましたので、その段階では明確にそのことはわ

かっておられなかったという状況であります。組合としては収納しておったと

いう状況でございます。以上答弁とさせていただきます。 

議  員（山岡光広） お金は入っていたわけやけど、聞き取りがあったのかどうか、

そういう接点があったのかどうかいうことを聞いているんですけど。 

事務局長（松本博彰） そこのやりとりはなかったということでございます。以上でご

ざいます。 

議  長（谷永兼二） これで、山岡 光広議員の一般質問を終わります。 

議  長（谷永兼二） 以上で、一般質問を終わります。 

議  長（谷永兼二） お諮りします。 

本定例会において議決された案件について、条項、字句、数字、その他整理

を要するものについては、その整理を議長に委任願いたいと思います。これに

御異議ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 異議なしと認めます。 

 したがって、条項、字句、数字、その他の整理は、議長に委任することに決

しました。 

議  長（谷永兼二） これで、本日の日程は全部終了しました。 

 したがって、令和７年第４回甲賀広域行政組合議会定例会を閉会します。 

（閉会 午後４時１９分） 
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以上、会議の次第は書記の記載したものであるが、その内容の正確であることを証す

るためここに署名する。 
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